
千葉県緑化推進委員会の研修会「竹材の利活用」で竹柵作りを紹介 

ＮＰＯ法人こぴすくらぶ 

（公社）千葉県緑化推進委員会からの依頼を受

けて、３月１１日に開催された「竹材の利活用」

という研修会で、こぴすくらぶが実践している

竹柵（こぴすでは防護柵と呼称）の製作方法を、

兵藤副会長、中嶋初代会長、中務さんの３人が

講師となり、参加者の皆さんに実技指導させて

いただきました。 

 

  

 

実習は、緑化推進拠点施設の屋外の一画にて実施されましたが、最初は２人掛りで 4.3ｍの

長い竹を４っに割り、割った竹の節を鉈で落として竹柵の材料作りから始めました。 

 

  

 

続いて 1ｍ間隔に穴を掘り、かけやで丸杭を打ち込んで支柱を立て、高さ並びを揃えて準備

が出来たら、割った竹を丸杭の間を前後互い違いに渡して竹柵の形を整えていきました。

最後は、竹のつなぎ目が表側から見えないつなぎ方を説明して実践してもらいました。 



  

  

 

この日の研修会のテーマ

は「竹材の利活用」とい

うことなので、県内で活

動している２つの NPO

法人による実践例が紹介

されました。午前中は、

NPO 法人「竹もりの里」

の皆さんによる「無煙炭

化炉によるポーラス竹炭

製作」の講習と実演があ

り、とても興味深く拝見

させていただきました。 

こぴすくらぶによる

「竹柵作り」の実習は午

後から実施、初めての体験に参加者の皆さんも交替で熱心に実践されていました。 

（上図は、公益社団法人 千葉県緑化推進委員会発行の第三期・県民参加によるみどりの

再生事業 平成３０年度実績集から、研修会「竹材の利活用」のページを転記。） (ks) 


